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生育地は北面の集塊岩の露出した急斜面で． アカマツ， ソヨゴ， リョウプ， タカノツメ，
サイコクミツバッツジ， ナツハゼ， アクシバ， イワナシ， コメススキ， イワタケなどが見
られる。
今回発表 するこのヒメカワハナヒリノキ Eubotryoides Grayana HARA var. Iwanoi 
AJIMA et SATOMI は， 全体が10-40cm 足らずで非常に小型になり， 地表を葡約する
ことが多く． 枝は著しく分枝して群生する。 葉は長さ2.5- 5cm, 幅 1- 2cm で長楕円
形， 先端は鋭せん頭。 裏面は淡緑色で有毛であるがほとんど無毛のこともある。 表面は無
毛まれに周辺部が有毛。 やや光沢がある。 緑毛は葉身の上半部に多い。 がく片は全縁で
まれに腺毛が見られる。 子房は常に無毛。 開花． 結実する個体は少く， 花序の花数もまた
4-7 個と少ない。
付近のコナラ林中には， 稀にハナヒリノキ Eubotryoides Grayana HARA var. oか




Eubotryoides Grayana HARA in Journ. Jap. Bot. 11 : 627 (1935) 
•金沢大学理学部生物学教室 Department of Biology, Faculty of Science, 
Kanazawa University, Kanazawa. 
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頭山の岩場に生えるヒメカワハナヒリノキ
Leucothoe Grayana MAXIM. in Bull. Acad. Imp. Sci. St. - Petersb. 18 : 46 
(1873) 
var. Iwanoi AJIMA et SATOMI, var. nov. 
Caulis 10 - 40 cm longus ascendens vel subprocumbens. Folia oblonga 25 -
50 mm longa 10 - 20 mm lata supra glabra subtus pubescentia, apice acurni­
nata. Ovaria glabra. 
N om. Jap. H imekawa - hanahirinoki (nov.) 
Hab. Niigata Pref., Itoigawa-city, Tsurnuri-yama (N. SATOMI et T. AJIMA, 
Jun. 11, 1977, fl. —Typus in Herb. Fae. Sci. Kanazawa Univ.) ; ibid. (T. 
IWANO, Aug. 3, 1976 in Herb. Fae. Sci. Kanazawa Univ.) 
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